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Ⅰ 問題の所在 
全国聾学校長会専門性充実部会(平成23年)は，聴

覚障害教育において，「重要な問題は，学校現場で指

摘されている学習における，論理的必然性に基づく

思考力や量・質・価値等の総合的判断力の遅れや偏り

である。」1)と述べている。 

所属校は，聴覚障害のある幼児児童生徒に対する

教育を行う特別支援学校である。表１に示した小学

部における平成27年度「基礎・基本」定着状況調査の

結果及び表２に示した算数科の第１学期単元テスト

(単一学級全学年の平均)の結果によると，技能及び

基本的な知識・理解は，概ね身に付いていると考えら

れるが，数学的な考え方の到達率は低いことが分

かった。また，児童の解答からは，問題から正しく情

報を読み取る力，見通しをもち筋道を立てて考える

力及び適切な言葉を用いて考えを論理的に説明する

力等の思考力に課題があることが分かった。 

  
表１ 平成27年度「基礎・基本」定着状況調査算数科通過率 

                         （％） 

 算数タイプⅠ 算数タイプⅡ 

広島県 78.5 49.4 

所属校 79.2 40.0 

 

表２ 算数科単元テスト観点到達率（単一全学年の平均）（％）                                           

観点 考え方 技能 知識・理解 

観点到達率 69.5 88.0 84.1 

 

特別支援学校学習指導要領（平成21年）には「思考

力，判断力，表現力等をはぐくむ観点から，基礎的・

基本的な知識及び技能の活用を図る学習活動を重視

する」2)とともに「言語活動を充実する」2)ことが示

されている。 

中山哲志(2008)は，聴覚障害のある児童の言語発

達面での個人差は大きく「児童の言語力の実態から

教科学習に先立ち，あるいはそれに併行して，言語

指導に重点を置いて指導を進める学校は多い。」3）と

述べている。このように，聴覚障害教育では，視覚的

手段で情報を正確に児童に伝えること及び言語指導

に重点を置いた指導が中心となり，知識及び技能を

活用する活動が充分に行えていなかったと考える。 

このことから，思考力を育てるためには，知識及び

技能の活用を図る学習活動を意識して行っていく必

要があると考える。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 
 

１ 聴覚障害のある児童生徒の課題 

研究の要約 

本研究は，聴覚障害のある児童の思考力を育てる指導について，障害特性に応じ，思考プロセスを踏

まえた授業モデルを作成し，実践することを通して考察したものである。聴覚障害のある児童は，言語

の獲得に課題があり，思考力にも課題が見られる。本研究では，１単位時間の授業の思考プロセスを「つ

かむ・見通す」「追究する」「使ってみる・振り返る」とし，各過程での聴覚障害によるつまずきに対

する指導・支援方法を考えた授業モデル及び思考を整理し考える手立てとなるワークシートを作成し，

実践した。その結果，既習事項等を結び付けて考えたり，自分の考えを順序立てて説明したりする姿が

見られるようになった。このことから，思考プロセスを踏まえ「何を使って」「どのように」考えるか

という思考の流れを意識させ，考えを言語化させることをねらいとした授業モデル及びワークシート

は，聴覚障害のある児童の思考力を育てる上で有効であるといえる。 



 

 
 

(1) 聴覚障害のある児童生徒の言語獲得 

大西孝志（2011）は，聴覚障害のある児童は，「受

容する情報が制限されやすく，その情報の最たるも

のが言葉であることから，言葉の習得及び言語概念

の形成が困難になりやすい。」4)と述べている。 

我妻敏博（平成23年）は，聴覚障害のある児童が

もっている語彙の問題を，「絶対的な語彙量が少な

い」5)「知っている単語に凸凹がある」5)「抽象的な

意味を表す単語をあまり知らない」5)の三つに集約で

きると述べている。 

脇中起余子（2009）も，聴覚障害のある児童生徒の

日本語の獲得に関わって，語彙量が少ない，抽象的

な言葉が少なく理解しにくい及び助詞の理解が難し

い等いくつかのつまずきを挙げている。 

このように，聴覚障害のある児童生徒は，言語の

獲得，言語の理解，特に抽象語の獲得に課題がある。 

(2) 聴覚障害のある児童生徒の思考力の育成 

特別支援学校学習指導要領解説総則等編（平成21

年）には，「思考し，判断し，表現するのもすべて言

語によって行われるものであり，これらの学習活動

の基盤となるのは，言語に関する能力である。」6)と

示されている。 

このことから，聴覚障害のある児童生徒は，言語

に関する能力に課題があるため，思考力にも影響す

ると考える。つまり，思考力の育成を考える際にも，

言語の能力に関する課題は常に結び付けて考えてい

かなければならないと考える。 

脇中起余子（2013）は，語彙ネットワークの充実と

拡大の重要性について，「断片的な知識が緊密なネッ

トワークに組み込まれているか否かで，問題解決能

力に差が生じる」7)と述べ，図１（一部掲載）のよう

に表している。また，語彙ネットワークが緊密でな

いと「広げて考えることが少ない，２つの条件を組

み合わせて考えられない，２つの次元にまたがる概

念（「単位あたり量」「割合」など）の理解が難しい，

など」7)の課題が生じると述べている。 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ 知識がつながっているか否かによる問題解決能力の 

  違い7） 

長南浩人(2011）は，思考に関わる問題として， 聴

覚障害のある児童の知識と経験について，「量的不

足のみならず，意味的側面にも健聴児との違いがあ

る」8)と述べ，知識体系全体の違いを示唆している。

また，「聴覚障害児の知識のネットワークは，健聴児

ほど知識同士がつながっていないことも指摘されて

います。」8)と述べている。 

また，橋本時浩・加藤慎一（2014）の論文における

インタビューで四日市章は，次のように述べている。

聴覚障害のある児童生徒は，「視覚的な手がかりに

しばられやすいので注意が必要です。抽象的な捉え

方を教えるためには，視覚的なイメージから離れさ

せなくてはならないこともあります」9)。さらに，脇

中（2013）も「聴覚障害児は，視覚的な全体の印象や

イメージで記憶する例が多い」10)と述べている。 

これらのことから，聴覚障害のある児童生徒の学

習面には，①言葉と言葉を関連させて概念的に捉え

ること，②問題を解決するために情報を整理し必要

な情報を選び取ること，③既習事項を使って，組み

合わせて考えること，④自分の考えを論理的に説明

すること，⑤視覚的なイメージから離れて抽象的に

捉えたり発展させて考えたりすることに課題がある

と考えられる。 

 また，これらの課題を解決するためには，音声，文

字及び手話等の様々なコミュニケーション手段を用

いて，言葉と言葉，知識と知識，経験と言葉を関連付

けながら，既習事項を活用し，児童に言語化させて

いくことが必要と考える。 

  

２ 思考プロセスを踏まえた算数科指導 

(1) 聴覚障害にとっての算数科 

マーク・マーシャック，ピーター・Ｃ・ハウザー

（2014）は，「算数は教育の中でも特に重要ですが，

聴覚障害児にとってはさらに重要と言えます。その

理由は，算数には推論と問題解決スキルが必要であ

り，また算数がそれらのスキルを支えています。」11）

と述べている。 

小学校学習指導要領解説算数編（平成20年）は，

「算数科においては，問題を解決したり，判断した

り，推論したりする過程において，見通しをもち筋

道を立てて考えたり表現したりする力を高めていく

ことを重要なねらいとしている。」12)と示している。 

聴覚障害のある児童は，事柄と事柄を結び付けて

考えたり，それを筋道立てて言語化したりすること

に課題がある。そのため，体験的な活動を経て言語

と結び付けた方が，思考しやすく言語化もさせやす
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い。算数科においては，算数的活動により体験的な

活動が多く設定できる。 

また，自分の考えを筋道立てて説明するとき，算

数科においては，ある程度決まった話型に当てはめ

ることができ，聴覚障害のある児童にとって習得し

やすいと考える。 

さらに，児童が図や絵で表現したとき，指導者が

その考えを見取りやすく，児童の考えを組み立てて

いく際に指導しやすい。 

これらのことから，算数科は，聴覚障害のある児

童の学習上の課題を解決するための手立てを講じて

思考力を育てる指導を研究することに適していると

考える。 

(2) 算数科における思考力 

 小島宏（2008）は，算数科における思考力を数学的

な思考力（考え方）としている。数学的な考え方につ

いて，吉川成夫・小島宏（2011）は，小学校学習指導

要領（平成20年）算数科の目標に「日常の事象につい

て見通しをもち筋道を立てて考え，表現する能力を

育てる」13)と示されていると述べている。                  

 また，国立教育政策研究所（平成23年）は，算数科

評価の数学的な考え方の観点として「日常の事象を

数理的に捉え，見通しをもち筋道立てて考え表現し

たり，そのことから考えを深めたりするなど，数学

的な考え方の基礎を身に付けている。」14)点を示して

いる。 

 さらに，吉川成夫ら（2011）は，「『数学的な考え』

が育ったとは，児童が筋道立てて考える力を身に付

けたときである。」15)とし，この筋道立てて考える力

を身に付けている具体的な姿を，既習事項を活用す

る力，簡潔明瞭に表現する力，学び合う力及び発展

させる力を身に付けたときと述べている。 

これらの考えを基に，本研究では，数学的な考え

方を「見通しをもち筋道を立てて考える力」と考え，

算数科において思考力が育っている具体的な姿を次

のように考える。 

 
・既習事項を活用して，課題を解決しようとしている。 
・自分の考えを図，操作，式及び言葉で表現している。 
・自分の考えを整理し，相手に分かるように筋道立てて説 

明しようとしている。 
・友だちの考え等から，よいところを取り入れて自分の考 

えを修正したりまとめたりしている。 
・学習したことを使って，他の課題に取り組んでいる。 

算数科における思考力が育っている具体的な姿 

 

(3) 聴覚障害の特性に応じた算数科授業モデル 

奥本実・野上真二・長尾佳和（平成27年）は「活用

する力」を「問題解決的な学習において，既習の知

識・技能と関連させて思考し，主体的に問題を解決

する力」16)と定義し，活用する力を高める方法として

思考プロセスを踏まえた授業モデルを作成してい

る。思考プロセスとして，四つの過程「つかむ・見通

す」「追究する」「使ってみる・振り返る」「生かす」

を位置付けている。また，「何を」「どのように」を

キーワードとし，「この単元で活用させるべき既習

事項は何なのか，それを使ってどのように考えさせ

るのか，単元全体を通して，児童生徒が既習の知識・

技能を活用する姿を具体的にイメージした授業づく

り」17)について提言している。 

ただし，研究の課題として単元における思考プロ

セスそれぞれの過程の中にも「さらに小さな思考プ

ロセスがあることが明らかになった。」18)とし，１単

位時間の授業の中でも，思考プロセスを意識し，「既

習の知識・技能をどの学習場面でどのように児童生

徒に使わせるのか指導者が見通しをもつこと」18)が

必要であると述べている。 

先述したように，聴覚障害のある児童には，言葉

と言葉，経験と言葉等を結び付け，既習や経験で得

た知識を関係付け，整理し，言語化していくことが

重要になる。そのため，単元全体だけでなく，１単位

時間の授業の中でも，思考プロセスに沿い活用を図

り，言語化する指導を行うことが必要と考える。 

これらのことから，本研究においては，単元に加

え，１単位時間の算数科授業モデル（以下「授業モデ

ル」とする。）を次ページ図２のように作成した。そ

の際，思考プロセスの流れを「つかむ・見通す」「追

究する」「使ってみる・振り返る」として考えた。

「生かす」は，学んだことを実際の生活に生かす過

程であるため，毎時間の授業の中での取組より，学

校生活全体，単元の終わり等で主に意識して取り組

む方がよいと考えた。そのため，本授業モデルには，

「生かす」を入れていない。 

授業モデルの作成に当たっては，聴覚障害教育で

は，目に見えない抽象的な事柄を具体化し視覚化す

ることによって理解を図り，思考を深めるために再

び抽象化（言語との結び付け，言語化）を行っていく

ことが大事であると考え，そのことに重点をおいた。 

それぞれの段階における具体的な考えを述べる。 

「つかむ・見通す」段階は，これから学ぶことは何

か，課題は何かを理解し問題解決の見通しをもつ過

程である。聴覚障害のある児童は，言葉から具体を

イメージできないことが多いため，視覚化や体験活

動などにより，児童の経験や既習事項と課題と結び



 

 
 

図２ 授業モデル 

 

 

 

付ける必要がある。また，学習は，抽象的な思考の中

で行われることから，視覚化や体験で直観的に分

かったことも再び言語化し抽象化する必要がある。 

「追究する」段階は，自分の考えを表現し，説明

し，考えを交流する過程である。聴覚障害のある児 

童は言葉を違う意味で捉えていることがある。その 

ため，教師と児童，児童同士の手話を用いたやり取 

りの中でも，互いの説明の意味を理解できているか， 

確認（相互読話）しながら進める必要がある。 

 

「使ってみる・振り返る」段階は，何を学んだのか 
振り返り，学んだことを使って適応問題を解く場面 

である。何となく直観的に分かった状態で終わらな

いように，言語化しておく必要がある。 
この授業モデルを実施することで，知識及び技能

の活用を図り，聴覚障害のある児童の言語活動を充

実させることが，思考力を育てることにつながると

考える。 
 

 

 児童の活動 指導・支援の例 

   

 

 
 
イメージ化 
・問題を児童の経験と結び付け，イメージをもたせ，言語化

する。（手話言語及び日本語） 

・具体物，絵，経験の想起及び体験活動などで問題をイメー

ジさせ，再度言語化する。（手話言語及び日本語） 

情報の整理と既習事項との結び付け 

・他と関連させて考えられるような発問を意識して行い，既

習事項を確認させたり，問題中の分かっていることと求め

ることを整理させたりする。  

・単元の導入時には，具体物や体験活動等で既習事項を確認

し，本単元と結び付ける。用語もおさえる，言語化する。

（手話言語及び日本語） 

・見通しをもたせる発問を行い，考える機会をつくる。 

  表現 

・絵及び図等で表現させる。考えた理由も説明させる。（児

童の思考を整理させる，また児童の思考状況を知る。） 

・言語化が難しい場合は，手話を用いて説明させ，口声模倣，

文字及び文で提示する。 

・話型を提示し，言語化して順序立てて説明しやすくする。 

理解 

・「つかむ・見通す」で確認したことを振り返りながら考え

させる。 

・数字を変えて単純化して考えさせる。 

・児童同士の話合い等，互いの説明の意味を理解できている 

か，確認（相互読話）しながら進める。 

・自分以外の考えを聞いて，よいと思うものを見付け，その 

理由を説明させる。 

  まとめ 

・学習したことを言語化し，確認させる。 

・板書を振り返ったときに，キーワードとなる言葉が分かる

ようにしておく。 

・（  ）抜きで，まとめの文章をつくり，（  ）の中に

当てはまる言葉を考えさせるようにする。 

適応問題 

・板書やワークシートで，まとめ等を振り返らせる。 

・学習したことを使って，自分で課題を解決できたことによ

り，達成感をもたせるようにする。 

・抽象的なもの→具体化・視覚化→言語との結び付け 
                    （抽象化） 
・経験や体験の言語化（手話言語及び日本語） 
 

つ
か
む
・
見
通
す 

「何」を使って，「どのように」すればよいか見通し

をもつ。 

・問題の意味をつかむ。 

・情報を整理する。 

・解決の見通しをもつ。 

追
究
す
る 

「何」を使って，「どのように」すればよいか考え，

解く。 

・見通しを参考に，自分で考える。 

・自分の考えを整理する。 

「何」を使って，「どのようにした」のか説明する。 

・図や式，言葉で自分の考えを表現する。 

・自分以外の考えを聞いて，考えを深める。 

使
っ
て
み
る
・
振
り
返
る 

予想されるつまずき 

・経験が少なく，語彙が少ない。 

 →問題の意味理解が困難。 

→総合的にイメージすることが難しい。 

・知識の結び付きや言葉の結び付きが少ない。 

→必要な情報を整理しにくい。 

→関連のある既習事項が思い浮かびにくい。 

結び付けにくい。 

 

予想されるつまずき 

・経験が少なく，語彙が少ない。 

→自分の考えを言語化することが難しい。 

・知識の結び付きや言葉の結び付きが少ない。 

→順序立てて説明することが難しい。 

→理由を説明することが難しい。 

・他の意見を理解できない。 

  

 「この時間に学習したこと」を使って，「どのよう

に」するかを考える。 

・本時の学習のまとめをする。 

・類似した問題を解く。 

・自分が何を学んだか振り返る。 

予想されるつまずき 

 まとめを言語化することが難しい。 



 

 
 

Ⅲ 研究の目的 

本研究は，思考プロセスを踏まえ，聴覚障害のあ

る児童の予想されるつまずきに対する指導・支援を 

考え実践することを通して，聴覚障害のある児童の 

思考力を育てる指導を追究することを目的とする。 

 

Ⅳ 研究の仮設と検証の視点・方法 
 

１ 研究の仮説 

思考プロセスを踏まえた授業モデル及びワーク

シートを作成・実践し，既習の知識と関連させて思

考させ，考えを整理して意図的に言語化させること

で，児童の思考力を育てることができるだろう。 

 

２ 検証の方法と視点 

(1) 行動観察 

○ 調査日 平成27年11月20日～12月２日         

○ 検証の視点 

Ⅱ２(2)「算数科における思考力が育っている具 

体的な姿」を基に考えた検証の視点を表３に示す。 

 
表３ 行動観察の視点 

思考 
プロセス 検証の視点 

つかむ 
見通す 

○問題を読んで，分かること・求めたいこと 
を，書いたり発言したりしている。 

○既習事項を基に，「何」を使えば問題を解 
くことができそうか考え，考えたことを発 
言している。 

追究する 

○「つかむ・見通す」で確認したことを使っ 
て，図や式に表して考えている。 

○自分の考えた解決の仕方や結果を，「つか 
む・見通す」で確認した言葉等を使って表 
現している。 

○分かりやすく説明するために，話型を参考 
にしながら，順序立てて説明している。 

○友だちの考え等から，よいところを取り入 
れて自分の考えを修正したり，まとめたり 
している。 

使ってみる 
振り返る 

○学習したことを発展させている。（学んだ 
ことを使って，適用問題を解いている。） 

 

○ 検証方法 

行動観察の視点に即した学習活動を行った場合 

を１点とし，その平均点の変化で検証を行う。 

(2) 算数科説明力テスト 
算数科説明力テストは，三次市立作木小学校（平

成24年）の説明力テストを参考に，数学的な思考力

を評価するために，所属校 (平成26年) で算数科の

指導領域別に作成したものである。本研究では「量

と測定」領域の単元で検証を行うため，「量と測定」

領域の長さの測定（問題１），時刻や時間の計算（問

題２）の学習内容の説明力テストを用いる。 

○ 調査日 平成27年９月１日（事前） 

平成27年12月４日（事後）      

○ 検証の視点 

Ⅱ２(2)「算数科における思考力が育っている具

体的な姿」を基に考えた検証の視点を表４に示す。 

 
表４ 算数科説明力テスト検証の視点 

ア 問題の言葉や式を正確に読み取り，イメージしている。 

イ 
情報を整理し，既習事項や既習経験をもとに解決の方法 
を考えている。 

ウ 自分の考えを図，式及び言葉で表現している。 

エ 自分の考えを整理し，順序立てて説明している。 

オ 定義，法則，性質及び用語などを使って説明している。 

カ 
いくつかの解決方法から，簡潔な解き方を選んで解答し 
ている。 

 

○ 検証方法 

授業前及び授業後で視点に沿った記述があった 

場合を１点とし，その平均点の変化で検証を行う。 

(3) 単元テスト 
○ 調査日 平成27年１学期（事前） 

平成27年12月10日（事後） 

○ 検証の考え方・検証方法 

日本標準単元テストにおける，第４学年１学期 

の「量と測定」領域の数学的な考え方と本単元の 

数学的な考え方の観点到達率の結果を用いて，観 

点到達率（％）で比較する。 

 

Ⅴ 研究授業について 

 

１ 研究授業の内容 
○ 期 間 平成27年11月20日～平成27年12月２日 

○ 対 象 所属校第４学年（２名） 

○ 教 科 算数科 

○ 単元名 広さを調べよう  

  １学期の単元テストの結果から，四つの領域の 

 中で，特に「数学的な考え方」に課題があると考え 

られた「量と測定」領域で研究を行う。 

○ 目 標  

面積について単位と測定の意味を理解し，面積 

を計算によって求めることができるようにすると 

ともに，面積についての量感を豊かにする。 

○ 単元指導計画 

単元全体を通しての思考プロセスを踏まえた単 

元指導計画を次ページ図３に示す。全13時間のう

ち研究授業は前半７時間とする。 



 

 
 

 
活動内容 

この単元における 
指導・支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○面積に対する興味や関心

を高め，いろいろな方法で面

積を比べる。 

「何を使って」 

既習事項（長さ等の比較の考

え方） 

「どのように」 

広さの比較についても，直

接・間接・任意単位を使用し

た比較方法を使って考える。 

・既習事項を思い出

す活動の時間を十分

確保する。 

・身近な物で広さを

比べる活動やゲーム

を取り入れることに

よって，興味・関心を

高めさせるようにす

る。（体験と言葉を結

び付ける。） 

○面積の単位「平方センチ

メートル（㎠）」を知り，面

積の意味について理解する。 

「何を使って」 

広さの数値化 

「どのように」 

共通単位（１㎠）を用いて数

値化することで面積を比較

する。 

・「ひろい」「せまい」

など，日常で使う言

葉と算数で使う言葉

の意味が違うことを

押さえる。 

・算数用語の定着を

図り，単位の書き方，

読み方を手話・指文

字・口形で押さえる。 

 

 

 

○長方形と正方形の面積を

計算で求める方法を理解し，

面積を求める公式をつくる。 
「何を使って」 

１辺が１㎝の正方形の面積 

「どのように」 

１辺が１㎝の正方形が，いく

つあるかを考えることで，公

式をつくる。 

・必要な既習事項を

視覚的に提示（具体

物と言葉）し，思考の

手掛かりとする。 

・視覚的な全体の印

象やイメージで記憶

しただけで終わらせ

ないように，言葉で

説明させる。 

○長方形を組み合わせた図

形の面積の求め方を考え，面

積を求める。 

「何を使って」 

長方形や正方形の面積の公

式 

「どのように」 

図形を長方形や正方形に分

割したり，大きな長方形から

小さな長方形を引いたりし

て，長方形・正方形の面積を

基にして考える。 

・図形からの情報を

読み取り，何が必要

で何が分かれば問題

が解決できるのかに

ついて，発問して整

理させながら考えさ

せる。 

・いろいろな考え方

について，順を追っ

て，視覚的に提示し

ながら理解を図る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

○面積の単位「平方メートル

（㎡）」を知り，辺の長さが，

ｍの場合も，面積の公式が使

えることを理解する。 

「何を使って」 

辺の長さが㎝で表されると

き，面積の単位は，㎠ 

「どのように」 

辺の長さがｍで表されたと

きも，面積の公式が適応でき

るかどうか考える。 

○面積の単位㎡と㎠の関係

を理解する。 

○面積の単位ａ，ha，㎢を知

り，面積の単位の相互関係を

理解する。 

・既習の１㎠の正方

形で，教室の大きさ

を測る大変さに気付

かせる。 

・必要な既習事項を

視覚的に提示（具体

物と言葉）し，思考の

手掛かりとする。 

 

「何を使って」 

面積の各単位を代表する正

方形の１辺の長さと面積の

単位の関係 

「どのように」 

対応させて考える。 

・実際に教室やグラ

ウンドにその大きさ

の正方形を書いてみ

たり，実際に測って

みたりして体験的な

活動を取り入れるこ

とによって，イメー

ジしやすくする。 

 ○学習内容の理解を深め，面

積についての興味を広げる。 
「何を使って」 

本単元で学習した面積の単

位や，面積の求め方 

「どのように」 

身の回りの物の面積を見当

を付けて調べる。 

・身の回りのいろい

ろな物の面積を見当

を付けて調べ，面積

に対する興味を広げ

て実際の生活の中で

面積を意識して生活

できるようにする。 

図３ 思考プロセスを踏まえた単元計画 

 

２ 思考プロセスを踏まえた授業展開 
(1) 思考プロセスを踏まえた板書の構造化 

授業の開始時から黒板を３列に仕切り，「つかむ・ 

見通す」「追究する」「使ってみる・振り返る」を意

識して学習できるようにした。板書例を図４に示す。 

 

 

 

  

図４ 板書例 

 

(2) 思考プロセスを踏まえたワークシート 

 授業モデルを基にワークシートの基本形を図５の 

ように作成した。ワークシートを活用する利点とし 

て，①毎時間同じ様式のワークシートを活用するこ 

とで，思考の流れを意識させ，見通しをもたせるこ 

とができる，②児童が考えを見える形（図等）で整理 

し，前の過程で確認した言葉などを活用して言語化 

できる，③児童の考えていることを指導者が理解で 

きる，④児童に考えさせたいところのみを記入させ 

ることで，時間を有効に使えるということがある。 

なお，所属校小学部で授業展開の流れとして「も・

み・じ・か・え・で」を使用している。これは，本研 

究における，「つかむ・見通す」の過程が【も】問題

をつかもう及び【み】見通しをもとう，「追究する」

の過程が【じ】自分で考えよう，【か】考えを話し合 

おう及び【え】選ぼう，「使ってみる・振り返る」の 

過程が【で】できたと対応している。 
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図５ ワークシートの基本形 

 

Ⅵ 研究授業の分析と考察 
 

１ 行動観察における結果と考察 
行動観察の視点の平均点の変化を図６に示す。  

 

 

 

 

 

 

 
図６ 行動観察の視点の平均点 

 

第１・２時では，「つかむ・見通す」の学習場面 

で，既習事項と本時の課題解決を結び付けて考える

ことが難しく，見通しに時間を要し，どの既習事項

を使うかに気付かせるための発問が多くなった。 

「追究する」の学習場面では，操作はできても，自

分の考えを言語化し文章で説明することは難しく

かっこ抜きで言葉を入れて表現させたり，手話で話

をさせ口声模倣させたりして学習を進めた。 

第３時以降では，「つかむ・見通す」の学習場面で

は，「１㎠という面積を使えば解けそう」「長方形の

面積の公式を使えば解けそう」など既習事項を基に

した発言ができた。「追究する」の学習場面では，Ａ

児Ｂ児とも既習事項や見通しで確認した言葉等を使

用して，自分の考えを言語化する様子が見られた。  

児童の記述の変化の１例を図７に示す。 

 

【第３時】 

「１辺が１㎝の等しい。」 
 

 

 

 

 

 

【第６時】 

「右から，長方形がたての長さは，２㎝です。

横の長さは３㎝です。だから，この図形の面積

は，６㎠になります。左から，長方形がたての

長さは，４㎝です。横の長さは，３㎝です。だ

からこの図形の面積は，12㎠になりました。」 

図７ 自分の考えを言語化した児童の記述の変化 

 

説明する場面でも，話型を参考にしながら，順序

立てて説明する様子が見られた。また，友だちの考

えを知り，その考えに対する意見や，自分の考えと

合わせた発言をする様子が見られた。「使ってみる・

振り返る」の場面では，授業の流れを振り返ったり，

まとめを確認したりしながら，問題を解くことがで

きるようになった。 

これらのことから，毎時間，既習事項等を結び付

けて考え，「何を使って」「どのように」考えるのか

という思考の流れを意識させ，言語化を意識付けた

ことで，「思考力が育っている具体的な姿」が見えて

きたと考える。 

 

２ 算数科説明力テストにおける結果と考察 
評価の視点で見た平均点を図８に示す。 

 

 
図８ 算数科説明力テスト評価の視点で見た平均点 

 

表４の検証の視点別に見ると，「イ 情報の整理」

「エ 自分の考えを整理し，順序立てて説明してい

る」「カ 簡潔な解き方を選んで解答している」にお

いて記述に変化が見られた。この結果から，算数科

における思考力が育ってきていると考える。 
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３ 単元テストにおける結果と考察 

単元テストにおける「数学的な考え方」の観点到

達率を図９に示す。その結果，Ａ児Ｂ児とも数値に

伸びが見られた。解答を見ると，凹のような図形の

面積を求める問題で，面積の公式を使い，最も早く

簡単に解ける方法を選んで解答できていた。 

 

 

 

 

 
 

図９「数学的な考え方」の観点到達率 

 

このことから，Ａ児Ｂ児とも思考する力が伸びて

いると考える。活用を図る問題においても，何を求

めるかを理解し答えの見通しを立て，学習したこと

を使って解決しようと試みる姿が見られた。ただし，

正答は得られなかった。その理由としては，問題が

複雑で情報が整理しきれなかったこと，問題を多面

的に捉えることが難しかったことが考えられる。 

 

Ⅶ 研究のまとめ 
 
１ 研究の成果 
○ １時間の授業において思考プロセスを踏まえ

て，聴覚障害のある児童の指導・支援について整

理し，授業モデルを作成した。 

○ 授業モデルに基づいた授業展開及びワークシー

トの活用により，既習の知識と関連させて考えを

整理させ言語化を意識付けることができた。その

ことにより，筋道立てて考えを表現しようとする

などの思考力が育ってきた。 

 
２ 研究の課題 
単元テストから，「数学的な考え方」の数値は上 

がっていたものの，「活用する力を見る問題」で正 

答を出すことはできなかった。聴覚障害教育では，

事柄と言葉を一つ一つ丁寧に関連付けながら繰り返

し指導することが求められる。引き続き，知識及び

技能の活用を意識した授業を展開し，発問の工夫等，

具体的な指導実践を積み重ねることが必要である。 
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